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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,800 △900 △1,000 △800 △16.99

今回発表予想(B) 15,600 △900 △700 △400 △8.50

増減額(B-A) △1,200 ― 300 400

増減率(%) △7.1 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

24,291 1,359 1,439 829 17.61

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 37,200 △100 △300 △350 △7.43

今回発表予想(B) 33,000 △700 △800 △600 △12.75

増減額(B-A) △4,200 △600 △500 △250

増減率(%) △11.3 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

45,278 1,574 1,112 △192 △4.09

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,300 △750 △700 △500 △10.61

今回発表予想(B) 9,050 △400 △200 △25 △0.53

増減額(B-A) △250 350 500 475

増減率(%) △2.7 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

― ― ― ― ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 21,000 △600 △500 △400 △8.49

今回発表予想(B) 19,000 △600 △350 △150 △3.18

増減額(B-A) △2,000 ― 150 250

増減率(%) △9.5 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期） 26,790 450 689 △338 △7.18



修正の理由 

第2四半期累計期間（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 
  第2四半期累計期間の連結及び個別業績は、昨年来の景気後退の影響を受け、完成車メーカーの在庫調整を含めた受
注減少の影響により、売上高は前回公表した予想を下回る見込みであります。一方、収益面につきましては、受注が低迷
する中、設備投資の圧縮、人件費の抑制、経費削減など、費用の圧縮に努めた結果、前回公表した予想を上回る見込み
であります。 
 
通期（平成21年4月１日～平成22年3月31日） 
 通期につきましては、二輪車メーカーを中心に、依然、厳しい受注状況で推移すると予想されます。海外においても、アジ
アを中心に需要は回復してきているものの、先進国では、回復の兆しが見られず、第3四半期以降も引き続き厳しい状況が
続くと予想されます。このような状況の中、当社グループにおきましては、営業活動を強化し受注の拡大に努め、設備投資
の圧縮、役員報酬及び管理職給与の更なる減額など人件費の抑制、経費削減などに努めてまいります。個別業績につい
ては、前回公表した予想に対し、売上こそ下回るものの、利益に関しては第2四半期累計期間の業績を反映し、前回公表し
た予想を上回る見込みとなります。連結業績においては、受注減少の影響が大きく、前回公表した予想を売上高、利益とも
大きく下回る見込みとなります。 
 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

  
以 上


